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  栗村稲荷神社　　　  例大祭・御田植祭
　

７
月
６
・
７
日
の
両
日
、
栗
村
稲
荷
神
社
例
大
祭
・
御

田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

６
日
か
ら
は
、
町
民
体
育
館
内
で
七
夕
書
道
展
が
行
わ

れ
多
く
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
ま
し
た
が
、
栗
村

稲
荷
神
社
の
ご
神
体
を
う
つ
し
た
お
神
輿
を
担
ぎ
、
天
狗

様
を
筆
頭
に
町
内
を
練
り
歩
く
神み

こ

し

お

わ

た

り

輿
渡
御
、
校
内
の
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
強
者
が
集
ま
る
奉
納
親
善
相
撲
大
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

そ
の
な
か
で
も
、
毎
年
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
い
る
早
乙
女
踊
り
は
、
町
内
４
か
所
に

道
の
駅
あ
い
づ 

湯
川
・
会
津
坂
下
を
加
え
た
計
５
か
所

で
披
露
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
て
踊
り
を
終
え
ま

し
た
。

　　

五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
踊
ら
れ
る
早
乙
女
踊
り
は
、
古
く

か
ら
新

に

い

だ

て舘
地
区
に
伝
わ
り
、
栗
村
稲
荷
神
社
に
奉
納
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
平
成
16
年
か

ら
３
年
間
奉
納
が
休
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　　

現
在
で
は
、
一
般
の
方
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
早
乙
女

踊
り
保
存
会
」
に
加
え
、
会
津
農
林
高
等
学
校
の
女
子
生

徒
に
よ
る
「
早
乙
女
踊
り
保
存
ク
ラ
ブ
」
が
伝
統
の
継
承

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　　

「
早
乙
女
踊
り
保
存
ク
ラ
ブ
」
は
、
今
年
で
結
成
９
年

目
と
な
り
、
記
念
す
べ
き
10
周
年
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま

す
。

　

３
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
な
か
、
伝
統
芸
能
の

継
承
に
取
り
組
む
30
名
の
「
早
乙
女
」
た
ち
の
、
本
番
当

日
ま
で
の
姿
を
追
い
ま
す
。

栗村稲荷神社で披露された早乙女踊り



  栗村稲荷神社　　　  例大祭・御田植祭

ボランティアでごみ拾い・パトロールをしていた東

北入谷まちづくり建設のみなさん。昨年から「町の

ために何か貢献できることはないか」という思いで

始めた活動です。

きれいな町を　ありがとう

神輿御渡

奉納　親善相撲大会



早
乙
女
た
ち
の
舞
台
ウ
ラ
サ
ー
ヨ
ナ

舞
い
込
ん
だ
よ
な

舞
い
込
ん
だ
よ

千
秋
楽
と
舞
い
込
ん
だ

ソ
ー
コ
ヨ

一
番
目
の
申
す
御
子
が
ま
た

侍
方
と
な
さ
れ
た

ソ
ー
コ
ヨ

侍
方
に
取
り
て
は
ま
た

弓
矢
を
取
る
の
が
よ
い
と
な

ソ
ー
コ
ヨ

二
番
目
の
申
す
御
子
が
ま
た

商
人
方
と
な
さ
れ
た

ソ
ー
コ
ヨ

商
人
方
に
取
り
て
は
ま
た

算
盤
取
る
の
が
よ
い
と
な

ソ
ー
コ
ヨ

せ
ん
び
き　

せ
ん
ば
ん
ば
た

荷
を
つ
け
い
だ
す

そ
れ
で
商
い
す
る
の
か

ソ
ー
コ
ヨ

三
番
目
の
申
す
御
子
が
ま
た

百
姓
方
と
な
さ
れ
た

ソ
ー
コ
ヨ

百
姓
方
に
取
り
て
は
ま
た

く
わ　

か
ま
取
る
の
が
よ
い
と
な

ソ
ー
コ
ヨ

七
十
五
間
の
館
を
た
て
て

そ
れ
で
百
姓
す
る
の
か

こ
こ
ら
で
お
い
と
ま
申
さ
れ
早
乙
女
方

こ
れ
が
坂
下
の
御
さ
な
ぶ
り



「
会
農
の
歴
史
と
一
緒
に
、

　

 

早
乙
女
踊
り
の
歴
史
を

　
　

 

私
た
ち
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

　

ク
ラ
ブ
に
対
す
る
思
い
を
こ
の
よ
う
に
語
っ
て
く

れ
た
の
は
、
会
津
農
林
高
校
「
早
乙
女
踊
り
保
存
ク

ラ
ブ
」
で
部
長
を
務
め
る
３
年
生
の
大

お

お

伴
と

も

颯
さ

つ

希き

さ
ん
。

　

大
伴
さ
ん
は
会
津
若
松
市
出
身
で
、
高
校
に
入
学

し
て
初
め
て
会
津
坂
下
町
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
「
早

乙
女
踊
り
」
の
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う
。

　

「
早
乙
女
踊
り
保
存
ク
ラ
ブ
」
は
、
消
滅
し
か
け

た
早
乙
女
踊
り
を
な
ん
と
か
継
承
し
て
い
こ
う
と
い

う
働
き
か
け
の
も
と
、
会
津
農
林
高
校
の
生
徒
会
で

あ
る
志
学
会
に
所
属
す
る
女
子
生
徒
た
ち
か
ら
始

ま
っ
た
部
活
動
で
あ
る
。

　

平
成
20
年
の
発
足
当
初
は
９
名
で
「
舞
い
方
」
の

み
の
披
露
と
な
っ
た
が
、
翌
年
か
ら
志
学
会
だ
け
で

な
く
在
校
す
る
す
べ
て
の
女
子
生
徒
に
公
募
を
か

け
、
「
舞
い
方
」
以
外
の
笛
や
太
鼓
、
歌
い
の
す
べ

て
を
網
羅
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

練
習
は
、
早
乙
女
踊
り
の
披
露
の
場
と
な
る
御
田

植
祭
の
約
１
か
月
前
か
ら
始
ま
る
が
、
当
然
入
部
し

た
て
の
１
年
生
は
未
経
験
者
ば
か
り
。

　

部
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、
新
舘

地
区
の
早
乙
女
踊
り
を
踊
れ
る
先
生
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
た
が
、
近
年
で
は
先
輩
か
ら
後
輩
へ
、
「
会
農

の
早
乙
女
踊
り
」
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

「
部
員
は
、
入
部
す
る
と
ま
ず
踊
り
、
歌
、
笛
、
太

鼓
の
い
ず
れ
か
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
ま
す
。
基
本

的
に
は
、
３
年
間
同
じ
パ
ー
ト
を
続
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。」

　

大
伴
さ
ん
は
、
羽
子
板
や
棒
、
花
笠
を
操
り
観
客

の
視
覚
を
魅
了
す
る
踊
り
を
担
当
し
て
い
る
。
後
輩

へ
の
指
導
に
は
、
な
か
な
か
難
し
い
部
分
も
あ
る
そ

う
。

「
私
自
身
、
口
下
手
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

特
に
踊
り
の
細
か
い
部
分
は
、
言
葉
で
表
現
す
る

の
が
す
ご
く
難
し
い
。」

　

早
乙
女
踊
り
の
練
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ご

と
に
習
得
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
６
月
中
旬
ご
ろ

に
全
体
で
の
総
仕
上
げ
に
移
る
。

　　

直
前
に
は
、
一
般
の
方
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
「
早

乙
女
踊
り
保
存
会
」
と
の
合
同
練
習
も
行
わ
れ
、
本

番
に
向
け
て
磨
き
を
か
け
て
い
く
。

　

７
月
４
日
の
合
同
練
習
で
、
「
腕
の
動
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
」
「
も
う
少
し
花
笠
は
下
の
ほ
う
が
き
れ
い
に
見

え
る
よ
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
の
は
、「
保

存
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
を
営
ん

で
い
る
鈴

す

ず

木き

弘
ひ

ろ

美み

さ
ん
。

「
会
農
生
は
、
練
習
も
一
生
懸
命
し
て
い
て
す
ご
く
頑

張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」

　

こ
の
日
の
練
習
は
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
、

全
員
が
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い
た
。

　　

早
乙
女
踊
り
保
存
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
通

う
会
津
農
林
高
校
は
、
今
年
で
創
立
１
１
０
周

年
を
迎
え
る
。
母
校
の
記
念
す
べ
き
日
に
は
、

早
乙
女
踊
り
も
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

「
去
年
よ
り
は
今
年
、
今
年
よ
り
は
来
年
、
と

い
う
気
持
ち
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
早
乙

女
踊
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
今
年

は
最
後
の
早
乙
女
踊
り
と
な
り
ま
す
が
、
会

農
高
校
の
歴
史
に
、
早
乙
女
踊
り
保
存
ク
ラ

ブ
の
足
跡
を
残
せ
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。」

　

御
田
植
祭
前
日
ま
で
ぐ
ず
つ
い
た
天
気
が
続

き
、
当
日
も
雨
が
心
配
さ
れ
た
が
、
栗
村
稲
荷

神
社
か
ら
道
の
駅
あ
い
づ 

湯
川
・
会
津
坂
下
ま

で
、
多
く
の
観
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
踊
り
の

披
露
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

誇
り
高
い
担
い
手
た
ち
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

る
早
乙
女
踊
り
の
未
来
は
、
雲
間
か
ら
差
し
込

ん
だ
光
の
よ
う
に
明
る
い
。

踊りのアドバイスをする鈴木弘美さんと
踊り手の生徒

１年生９名、２年生 10 名、３年生 11 名で構成される
早乙女踊り保存クラブの部長　大伴颯希さん
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路線バス、利用してますか？
○路線バスの現状
　自家用車の普及や人口減少により、公共交通の利用者は減少し続けています。

　通院や買い物、通勤 ･通学のための「生活の足」の存続が町の大きな課題となっています。

○私たちに必要な交通手段です
　路線バスは、高齢者や子ども、体の不自由な方など、車の運転が困難な

方々にとってはなくてならない交通手段です。

　また、高齢運転者による交通事故件数も増加傾向にあります。無理に

運転するよりも、路線バスを利用するということも選択肢の一つです。

　今はバスを必要としない人でも、将来、車を運転しなくなったとき、

家族の通勤・通学などを考えると、路線バスは私たちの生活に必要不可欠

な移動手段なのです。

○みんなで路線バスを利用しよう
　このまま、利用者数が減少すると、運行本数の減少や路線が廃止されるなどの可能性も出て

きます。

　たまには路線バスに乗り、車窓からゆっくり景色を眺めると、今まで気付か

なかった新たな発見があるかもしれません。

　・飲酒の機会などマイカーが利用できない場合は、路線バスを
　　利用してみましょう。
　・毎月 1日はノーマイカーデーです。公共交通機関を利用してみましょう。

みんなで「生活の足」を守りましょう！

レッツ！路線バス♪

○高齢者にはお得な特典も！
　65 歳以上の方や運転免許証を返納された方へ、路線バス乗車券の補助を行う「公共交通と商店街

が連携した高齢者にやさしいまちづくり社会実験事業」を実施しています。

（平成 28 年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）補助金）

　・65 歳以上の方 ･･･ 指定の利用区間のエコノミー回数券（24 枚）　

　　　　　　　　　　を交付しています。

　・運転免許証を返納した方 ･･･6,250 円分の普通回数券を交付

                             し ています。

　　※どちらにも該当する方は、ダブルで特典が受けられます！

　　　さらに、本事業に参加されると協賛店舗でちょっとお得な

　　　サービスが受けられます。

　　　詳しくは下記問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

【問い合わせ先】政策財務課　政策企画班　☎ 84-1504

政策企画班　
　　　谷澤主事
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農地を貸したい！農地を借りたい！
そんなとき…　～農地中間管理機構を活用ください～

農地中間管理機構とは？　

　農地中間管理機構は、「信頼できる農地の中間的受け皿」です。

　都道府県知事が監督する公的機関である機構が農地を借り受け、担い手

にまとまった形で農地を転貸する仕組みです。

農地を貸したい人　　

　リタイアするので農地を貸

したい、農地を相続したけど

自分では農業できないし…

など、農地を貸したい方は、

農地の属する市町村担当窓口

へご相談ください。

　公的機関への貸付となりま

すので、安心して貸し付けし

ていただけます。また、条件

を満たせば

協力金(※)

も交付され

ます。

農地中間管理機構

（福島県農業振興公社）

農地を借りたい人

　経営規模を拡大したい、分散

した農地をまとめたい、農業者

どうしで経営地の利用権を交換

して作業効率をあげたい方など

へ農地をお貸しします。

　農地を借りたい人は、機構が

行う借り手の公募に応募（エン

トリー）してください。公募は

随時行っています。

貸付
貸付

（転貸）

　【農地の貸し借りの流れ】

①農地中間管理機構（福島県農業振興公社）が区域を定めて農地の借り手を公募します。

　※今年度より公募は、随時行っています。

②借入希望者が応募（現在、登録されている方は応募の必要ありません。）

③応募者の公表（福島県農業振興公社ＨＰなどでの公表）

④農地を貸したい人は、農地の属する下記の担当窓口へ相談します。

⑤貸し手、借り手の調整後、その結果を公告し、貸借が決定します。

　※相続が完了していない土地は貸すことができない場合があります。

【問い合わせ先】産業課　農林振興班　振興係　　　　　　　 ☎ 84-1505

　　　　　　　 会津坂下町農業委員会　　　　　　　　　　 ☎ 84-1534

　　　　　　　 ＪＡ会津よつば坂下営農経済センター営農課 ☎ 83-1791

こういうときに使えます！　農地中間管理機構の仕組み

お気軽に
ご相談

   ください！

農林振興班　齋藤主事

農林振興班　吉田主事

※協力金とは…農業からのリタイアや経営転換のため、自作地を農地中間管理機構に 10 年以上

　　　　　　　貸し付けた場合、面積に応じて協力金が交付されます。

　　　　　　　交付には条件がありますので、詳しくは担当窓口へご相談ください。

　　　　　　　協力金の申請を考えている方は、今年度については９月９日 ( 金 ) まで申請が必要です。



8【申請先・問い合わせ先】　生活課　保険年金班　高齢者支援係（⑤窓口）　☎ 84-1513

介護職員を目指しませんか
～介護職員初任者研修受講料の一部を補助します～

１．補助対象（次の要件をすべて満たす方）

（１）介護職員初任者研修を受講し修了していること。

（２）会津坂下町に住所を有していること。

（３）研修修了後、同じ年度内に、町内の介護保険サービス事業所に就業または、次年度の初日（４

　　 月１日）からの就業について、内定を得ていること。

（４）町税の滞納がないこと。

（５）研修受講料で、他の補助金等の交付を受けていないこと。

２．補助金額

　　受講料および教材費を合わせた額の半額（1,000 円未満切り捨て）とし、上限 50,000 円。

３．申請方法

　　研修修了後同じ年度内に、補助要件を満たした時点で、下記の書類を生活課保険年金班高齢者支

　援係（⑤窓口）に提出してください。

（１）介護職員初任者研修補助金交付申請書（様式第１号）※

（２）介護員養成研修事業者（研修機関）が発行する介護職員初任者研修に係る受講料および教材費

　　 の領収書

（３）町税の納税証明書（最新の証明書）

※申請書は会津坂下町ホームページからダウンロードできます。

http://www.town.aizubange.fukushima.jp

トップページ くらし・手続き 保険・年金

介護保険 介護職員初任者研修の受講就労補助について

→ → →

→

　町では、介護職員を目指し、介護職員初任者（訪問介護員の養成）研修を受講修了した方に費用の

一部を補助します。

　介護職員初任者研修は、訪問介護（日常生活を送

るのが困難な高齢者などの家庭を訪問して、入浴・食

事、掃除、洗濯などの日常生活全般の援助を行うこと）

の業務に携わる方が必要な研修です。

　介護の仕事は大変だと思われる方も多いと思います

　 が、人と人との触れ合いの中で、とてもやりがいをもっ

て働かれている方が多くいらっしゃいます。

　町内には、訪問介護事業所が７か所ありますので、

制度を利用して、介護職員を目指してみてはいかがで

しょうか。

保険年金班　渡部主任主査
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町最大のスポーツイベント！

あいづばんげ

『いにしえ街道』
　マラソン大会 2016

駒澤大学陸上競技部 OB

安西秀幸選手

平成28年10月16日（日）
参加申込締め切り　9月 16 日（金）

▼部　門

▼参加料

　○小中学生　　 ５００円

　○高 校 生　１，５００円

　○一　　般　２，５００円

　○親子競走　３，０００円

　○ペア　　　５，０００円

【参加料はマラソン保険料含む】

◆１０年ぶりに復活
　今大会より一般ペアオープン

（１８歳以上仮装含む）の部門を追

加しました。

　ぜひ、ご参加ください。

部門 競技者区分 距離 部門 競技者区分 距離

1 中学生男子

５㎞

13 小学４年生男子

２km

2 高校生男子 14 小学４年生女子

3 男子Ｃ(39歳以下) 15 小学３年生男子

4 男子Ｄ(40歳以上) 16 小学３年生女子

5 男子Ｅ(50歳以上) 17 一般ペアオープン（仮装含む）

6 男子Ｆ(60歳以上) 18 小学２年生男子

１km

7 中学生女子
３㎞

19 小学２年生女子

8 高校生以上女子 20 小学１年生オープン

9 小学６年生男子

２km

21 親子(お父さんと１年生以下の子ども)

10 小学６年生女子 22 親子(お母さんと１年生以下の子ども)

11 小学５年生男子 23 親子(お父さんと園児の子ども)

12 小学５年生女子 24 親子(お母さんと園児の子ども)

▼主　催　会津坂下町

▼大会事務局・問い合わせ先

　あいづばんげ『いにしえ街道』マラソン大会実行委員会事務局

　ＮＰＯ法人スポーツクラブバンビィ　TEL・FAX 83-2301（町民体育館内）
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介護保険制度のサービス以外の

高齢者に関する事業を紹介します
　会津坂下町は、介護保険制度によるサービス以外に下記のような事業を実施しています。

詳しくは各事業の問い合わせ先にご連絡ください。

事業名

【対象者】
事業内容 個人負担など 問い合わせ先

長寿祝金事業

【町に 1年以上住所を有する方】

各年齢に達する誕生月の翌月（100

歳は誕生日当日）に祝金を配付す

る。

○ 100 歳：10 万円

○   90 歳 :   3 万円

○   80 歳：      2 万円

―

生活課

福祉健康班

☎ 84-1522

紙おむつ給付事業

【在宅の寝たきり老人など】

介護保険法による要介護度 4 およ

び 5 の方で、在宅（入院・入所を

除く）で生活されている方に対し

て 1 ヶ月 3,000 円の給付券を支給

する。

3,000 円 を 超

える分は個人

負担

生活課

福祉健康班

☎ 84-1522

軽度生活援助事業

【一人暮らし老人・高齢者

世帯で所得税非課税世帯】

除雪（玄関から道路まで）・家事

補助・雪囲いなどの雑作業・軽易

な仕事を依頼できる。

※屋根の雪おろし、除草は非該当

1時間 150 円

1 ヶ 月 2 回 ま

で、1 回 2 時

間が限度

社会福祉

協議会

☎ 83-1368

日常生活用具給付事業

【一人暮らし老人など】
緊急通報装置を設置する。

住民税課税状

況により個人

負担あり

社会福祉

協議会

☎ 83-1368

配食サービス事業

【一人暮らし老人など】

調理が困難な方などへ安否確認を

含め、週２回 ( 月・金の昼食 ) 弁

当を配達する。

1回 300 円

生活課

福祉健康班

☎ 84-1522

やさしい住まいづくり助成事業

【一人暮らし老人・高齢者

世帯（所得制限あり）】

手すりの取り付け、段差の改善、

洋式トイレへ取り替えなどの改修

工事を対象とする。

※介護認定者・障がい者を除く

費用の 9 割を

補助（上限 18

万円とする）

生活課

福祉健康班

☎ 84-1522

デイサービス事業

（元気老人生きがいデイサービス）

【介護認定非該当の高齢者】

送迎日帰りで、趣味の活動や日常

動作訓練、入浴などにより身体機

能などの低下を予防する。

1回 700 円

生活課

福祉健康班

☎ 84-1522

寝具乾燥消毒サービス事業

【在宅の寝たきり老人など】

業者による寝具の洗濯消毒などを

年 1回実施する。

特殊なものを

除き負担なし

社会福祉

協議会

☎ 83-1368

家庭系ごみ戸別収集事業

【一人暮らし老人、高齢者・

障がい者のみで構成される

住民税非課税世帯】

ごみを集積所まで出すことが困難

な対象世帯に対し、安否確認も含

めてごみの戸別収集を週 1 回実施

する。

個人負担なし

生活課

戸籍環境班

☎ 84-1500
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後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ

８月１日から、
保険証が新しくなります

　現在お使いの保険証は、平成２８年７月３１日までの有効期限となっています。

　７月中旬に新しい保険証（ピンク色）を郵送しましたので、８月１日からはそち

らをご使用ください。

有効期限は

平成 29 年 7 月 31 日まで

医療機関の窓口での

負担割合です。

ご確認ください。
用紙の色は

オレンジ　⇒　ピンク　

に変わります

限度額適用・標準負担額減額認定証の発行について

　同一世帯の全員が住民税非課税の方は、申

請すると「限度額適用・標準負担額減額認定

証」を受け取ることができます。

　入院した時に、この証を医療機関に提示す

ると、食事代が右表の負担額までに減額され

ます。

　また、外来でも医療機関の窓口での支払い

が限度額までとなります。該当すると思われ

る方は、生活課保険年金班（⑤窓口）に申請

してください。

世帯区分
食事代

（１食あたり）

一般（下記以外の方） ３６０円

低所得者

Ⅱ (※ 1）

90 日までの

入院
２１０円

90 日を超える

入院
１６０円

低所得者Ⅰ (※ 2) １００円

※ 1 世帯の全員が住民税非課税の方

※ 2 世帯の全員が住民税非課税で、かつ年金

　　 収入８０万円以下などの方

【問い合わせ先】生活課　保険年金班（⑤窓口）　☎ 84-1513

保険年金班
　　岡崎主査
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熱中症予防のために
～「水分補給」と「暑さを避けること」で、元気に夏を楽しみましょう！！～

熱中症になった方の約半数が高齢者です！！

自分で水が飲めない、意識がない、痙攣 (けいれん )、身体があつい、返事がおかしい

こんな症状がでたときは…

大変危険な状態です！すぐに救急車を呼びましょう !!

【問い合わせ先】生活課　保険年金班　☎ 84-1513

①体内の水分が不足しがち

　高齢者は体内の水分量が少ない上、体の老廃物を排出する際にた

くさんの尿を必要とします。

②暑さやのどの渇きを感じにくい

　加齢により、暑さやのどの渇きへの感覚が鈍くなり、暑さや渇き

を感じないから大丈夫と思いがちです。

③体の外へ熱を逃がす働きが低下している

　汗をかく量が少なく、体に熱がたまりやすくなっています。

ど
う
し
て
？

熱中症は、屋内で何もしていないときでも発症します！！

　「部屋の中にいるから大丈夫」と思ってはいませんか？

　実は、熱中症の多くが屋内で発生しています。また、夜間に発症

することも…。

　家の外だけでなく、中でも熱中症には注意が必要です。

　すだれやカーテンで直射日光を遮る、換気をする、クー

ラーや扇風機を使用するなど部屋の温度が上がらないよう

にしましょう。

予防できているかチェック☑

□こまめに水分補給をしている。　　　　　　□エアコン・扇風機を上手に使用している。

□部屋の温度を測っている。　　　　　　　　□緊急時・困ったときの連絡先を確認している。

□熱いときは無理をしない。　　　　　　　　□部屋の風通しを良くしている。

□涼しい場所、施設を利用。　　　　　　　　□涼しい服装、外出時には帽子、日傘を使用。

□シャワーやタオルで体を冷やす。

もしも
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　国民健康保険に加入している方が、入院や継続した療養の際に使用する

「限度額適用認定証」および「標準負担額減額認定証」は、自動更新されま

せんので、更新手続きが必要です。有効期限が 7月 31 日ですので、8月 1

日以降も引き続き必要な方、または新たに必要となる方は交付申請をして

ください。

健康づくり
すこやか

【問い合わせ先】生活課　保険年金班（④窓口）　☎ 84-1501

「高齢受給者証」をご確認ください

負担割合 負担区分 判定基準

2割

低所得Ⅰ

世帯主および国保被保険者全員が住民税非課税で、その世帯の判定対象

者の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）

を差し引いたときに 0円になる方

低所得Ⅱ 世帯主および国保被保険者全員が住民税非課税の方

一般 住民税課税の世帯の方で一定以上所得者区分にあてはまらない世帯の方

2割

(75 歳到達まで特例

措置により 1割 )

低所得Ⅰ
平成 26 年 4 月 1 日以前に 70 歳になられている方

（負担区分の判定基準は、上記 2割と同じ。）
低所得Ⅱ

一般

3割
一定以上

所 得 者

70 歳以上の国保被保険者のうち、1 人でも課税所得が 145 万円以上の人

が同一世帯にいる方

　国民健康保険に加入している 70 歳以上の方が医療機関にかかる際に提示する「高齢受給者証」を、７

月下旬に国保税の納付書に同封してお送りしています。該当する方は必ずご確認の上、8月 1日以降はこ

ちらを使用してください。

医療機関で支払う一部負担金の割合は、平成 27 年中の所得に応じて下表のとおりとなります。

※「一定以上所得者」のうち次に該当する方は、申請により「一般」に区分されます。

　・70 歳以上の国保被保険者が 1人の世帯で、総収入 383 万円未満

　・70 歳以上の国保被保険者が 2人以上の世帯で、総収入 520 万円未満

「限度額適用認定証」・「標準負担額減額認定証」
は、交付申請が必要です！

“お薬手帳”を持参すると薬代がお得になる？

　今年４月から、薬局には“お薬手帳”を持って行った方が、お薬代が安くなる場合があります。

　これは、診療報酬の改定により、その方が薬剤服用歴管理指導料の額が低くされたことによる

ものです。（ただし、６か月以内に同じ薬局で調剤を受けた場合に限られます。）

　詳しくは、かかりつけの薬局にお問い合わせください。

70 歳以上 75 歳未満の方

有効期限は平成 29 年 7 月 31

日までです。（ただし、75 歳にな

る方は誕生日の前日までとなり

ます）

医療機関での負担割合です。

（下表をご参照ください）

保険年金班

田中主事
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８
月
15
日
（
月
）
、
成
人
式
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
町
で
は
、
町
外

で
暮
ら
す
中
学
校
卒
業
生
も
招
待

し
て
い
ま
す
。
今
年
の
新
成
人
は

２
４
３
名
。
そ
の
う
ち
町
内
在
住

者
の
割
合
は
、
全
体
の
約
６
割
、

中
学
校
卒
業
生
の
約
５
割
で
す
。

　

町
の
人
口
は
、
現
在
約
１
万
６
０
０
０

人
。
今
後
も
減
少
が
続
く
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
若
者
に
ふ
る
さ
と
で
暮

ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
現
在
町
に
住
む
方
が
、

住
み
や
す
さ
を
実
感
し
、
町
へ
の

愛
着
や
日
常
の
幸
せ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
が
基
盤
で
す
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、
式
に
は
例
年

約
８
割
と
多
く
の
出
席
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
新
成
人
が
自
ら
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
手
づ
く
り

で
開
催
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫

も
あ
り
ま
す
が
、
同
級
生
や
恩
師
、

地
域
の
方
々
を
通
し
て
、
町
へ
の

愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

表
れ
で
す
。

　

新
成
人
の
み
な
さ
ま
に
は
、
心

か
ら
の
お
め
で
と
う
を
お
伝
え
し

た
い
。
そ
し
て
、
町
民
の
み
な
さ

ま
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
あ

る
ま
ち
を
創
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

成人式によせて齋藤町長のスマイルトーク

坂下高校美術部展 2016 開催

　

７
月
１
日
、
庁
舎
前
で
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
出
発
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
町
長

と
実
施
委
員
会
副
委
員
長
の
佐
藤

裕
一
氏
が
「
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
更
生
に
つ
い
て
地
域
社
会
の
理

解
と
協
力
を
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

保
護
司
や
更
生
保
護
女
性
会
の

会
員
ら
30
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
只

見
線
の
駅
や
バ
ス
停
な
ど
で
、
非

行
防
止
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
乗
降
客
や
通
行
人

の
方
々
に
手
渡
し
ま
し
た
。

社会を明るくする運動　出発式

　

６
月
14
日
か
ら
20
日
ま
で
、
中

央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て

坂
下
高
校
美
術
部
展
２
０
１
６
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
の
個
性
豊
か
な
作
品
に
、

中
央
公
民
館
を
訪
れ
た
人
は
思
わ

ず
足
を
止
め
て
鑑
賞
し
て
い
ま
し

た
。
ロ
ビ
ー
で
休
憩
を
し
て
い
た

人
は
、
「
い
つ
も
は
何
も
な
い
場
所

な
の
で
、
こ
う
い
う
展
示
が
し
て

あ
る
と
に
ぎ
や
か
で
い
い
ね
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

子育てふれあい交流センター　オープン
　

子
育
て
に
関
す
る
拠
点
と
し
て

整
備
し
た
「
子
育
て
ふ
れ
あ
い
交

流
セ
ン
タ
ー
（
旧
金
上
小
学
校
）
」

が
７
月
３
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
午
前
９
時
30
分
よ
り
事
業
開

始
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
終
了

後
、
各
遊
び
場
が
開
放
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
子
ど
も
54
名
、
保

護
者
47
名
、
合
計
１
０
１
名
と
た

く
さ
ん
の
方
に
遊
び
に
来
て
い
た

だ
き
、
セ
ン
タ
ー
内
に
は
元
気

い
っ
ぱ
い
の
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。

　

ぜ
ひ
、
お
子
様
と
一
緒
に
遊
び

に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。
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《材料》1本分

すしめし　…　200g

でんぶ　　…　大さじ３

青菜漬け　…　10 ㎝を３本

紅生姜　　…　30g

薄焼き卵　…　１枚

焼のり　　…　半のり２枚

　　　　　　　１㎝× 10 ㎝

　　　　　　　３枚

飾り巻き寿司～ばら巻き～
《作り方》
①すしめしの半量にでんぶを混ぜ、半のり 2枚に
赤いすしめしをまばらに置き、紅生姜を散らす。
（写真①）
② 2枚ののりを縦長につなぎ、すしめしをつぶす
ような感じで手前からきつく巻く。これが花にな
る。
③薄焼き卵の向こう側 1cm を残し、すしめし半量
を平らに広げる。1cm 幅ののり 3枚を置き、箸で押
さえてくぼみを作り、そこに青菜漬けをのせる。
（写真②）
④手前から 2本目と 3本目の青菜漬けの間に花を
横長に乗せる。
⑤手前と向こうのすしめしを合わせ、薄焼き卵の
合わせ目を下にして巻きすで形を整える。

　　認定農業者会より　～ 8月出荷予定の野菜～
　トマト、なす、きゅうり、かぼちゃ、とうもろこし、枝豆　など

☆★8月19日　食育の日・家庭料理の日★☆

ばんげの味が育てる
　　おいしい楽しい健やかライフ　その80

【問い合わせ先】生活課　福祉健康班　健康増進係　☎ 93-6169

～
目
で
見
て
楽
し
い
伝
統
料
理
で

食
卓
を
華
や
か
に
～

　

６
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
女
性
部
み

ど
り
地
区
坂
下
支
部
の
メ
ン
バ
ー
26
名
が
、

メ
ロ
ン
の
会
を
講
師
に
招
き
、
伝
統
的
な
食

事
の
継
承
を
目
的
と
し
て
、
「
飾
り
巻
き
寿

司
」
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
女
性
部
が
飾
り
巻
き
寿

司
を
選
ん
だ
理
由
は
、
家
庭
の
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
で
ふ
る
ま
え
、
見
た
目
が
華
や
か
で
大

人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
手
作
り
の
伝
統
料

理
を
作
っ
て
み
た
い
と
の
意
見
か
ら
で
す
。

　

飾
り
巻
き
寿
司
は
千
葉
県
の
郷
土
料
理
と

し
て
有
名
で
、
寿
司
の
断
面
に
凝
っ
た
華
や

か
な
模
様
が
現
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

　

今
回
作
っ
た
の
は
、
巴
巻
き
、
六
車
巻
き
、

ば
ら
巻
き
の
３
種
類
。

　

切
っ
た
と
き
の
き
れ
い
な
模
様
を
作
る
た

め
に
は
通
常
の
太
巻
き
よ
り
難
し
い
工
程
が

必
要
で
す
が
、
参
加
者
は
協
力
し
あ
っ
て
調

理
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
り
終
わ
っ
た
人
か
ら
は
、
「
一
番
簡
単

そ
う
だ
な
と
思
っ
た
も
の
が
一
番
難
し
く
、

難
し
そ
う
と
思
っ
た
も
の
が
意
外
と
簡
単

だ
っ
た
り
し
て
、
最
後
ま
で
ド
キ
ド
キ
し
た
。

み
ん
な
と
楽
し
く
調
理
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

飾
り
巻
き
寿
司
の
発
祥
に
は
諸
説
あ
る
よ

う
で
す
が
、
明
治
期
か
ら
冠
婚
葬
祭
の
場
で

出
さ
れ
る
料
理
と
し
て
広
ま
り
、
様
々
な
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
く
中
、
今
の
よ
う
な
多

種
多
様
な
柄
が
生
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

他
地
域
の
伝
統
料
理
に
ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
で
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
食

の
奥
深
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6 グループに分かれ、メロンの会の
方に教わりながら調理を進める。

巴巻き

六車巻き

ばら巻き

写真②
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新着本の紹介

『清掃はやさしさ』 『典獄と 934 人のメロス』 『代体』 『このあとどうしちゃおう』

新津春子／著
ポプラ社

坂本敏夫／著

講談社

山田宗樹／著

KADOKAWA

ヨシタケシンスケ／作

ブロンズ新社

中国残留孤児二世として生
まれ、日本に移り住んでか
ら 29 年。苦難を乗り越え、

“プロ清掃員”として生き
る新津さんの仕事観や生き
る姿勢がわかります。

関東大震災によって獄塀全
壊。横浜刑務所典獄、椎名
通蔵は囚人達を信じて解放
を断行。ただし囚人は 24
時間以内に刑務所に戻らな
ければならなかった。

人の意識を取りだし、移転
させる技術が実用化され
た、近未来の日本。大病や
大けがをした患者に利用す
る医療ビジネスが普及し始
めていた。

しんだおじいちゃんがかい
た「このあとどうしちゃお
う」ノートがでてきた。「じ
ぶんがしょうらいしんだら
どうなりたいか」が、かい
てあった。

　

植
栽
さ
れ
た
木
で
あ
る
た
め
か
、
福

島
県
歴
史
資
料
館
の
『
大
樹
銘
木
調
査

書
』
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

掲
載
し
た
木
以
外
に
も
残
し
た
い
名
木

と
し
て
牛
沢
地
区
前
田
家
の
大
桑
が
あ

り
ま
す
。

　

『
会
津
の
巨
樹
と
名
木
』
（
会
津
生
物

同
好
会
）
に
、「
樹
高
十
八
メ
ー
ト
ル
、

幹
廻
り
一
・
八
メ
ー
ト
ル
。
明
治
の
は

じ
め
養
蚕
業
の
盛
ん
だ
っ
た
当
時
植
栽

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
剪
定
、
施

肥
な
ど
し
て
い
な
い
が
、樹
勢
は
良
く
、

枝
下
四
・
五
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る
。
樹
齢
百
二
十
年
に
な
っ
て
お
り
、

本のタイトル 著者 出版社

『無私の日本人』（文春文庫） 磯田道史／著 文藝春秋

『天才』 石原慎太郎／著 幻冬舎

『ポイズンドーター・ホーリーマザー』 湊かなえ／著 光文社

『ふしぎ駄菓子屋銭天堂；6』 廣嶋玲子／作 偕成社

『まだなにかある；上』 パトリック・ネス／著 辰巳出版

おすすめの新着本

庭
樹
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。」
と
あ

り
、
会
津
を
代
表
す
る
桑
の
木
二
十
一

本
の
う
ち
の
一
本
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

桑
は
、
今
か
ら
千
四
百
年
前
に
書
か

れ
た
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
の
条
に
、

「
七
年
三
月
丙
午　

詔
し
て
天
下
を
し

て
、
桑
、
紵
、
梨
、
蕪
菁
等
の
草
木
を

勧
め
植
物
を
植
え
、
以
て
五
穀
を
助
け

し
む
」
と
あ
り
、
古
く
か
ら
農
家
を
助

け
る
木
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

ま
た
、
桑
は
雷
（
神
鳴
り
）
除
け
と

さ
れ
る
樹
木
と
も
い
わ
れ
、
多
く
の
地

域
で
「
庭
に
植
え
て
お
け
ば
、
屋
敷
に

落
ち
る
雷
を
一
手
に
引
き
受
け
、
屋
敷

は
安
全
だ
。
ひ
い
て
は
繁
昌
す
る
。
」

と
の
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

桑
の
木
も
同
様
の
言
い
伝
え
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
３
０
１
０

町
史
編
さ
ん
室
よ
り　
会
津
坂
下
町
の
巨
樹
銘
木
⑤

☆まだまだほかにも新着本あります

【前田家前の大桑】（牛沢）

桑の実
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8 月のカレンダー
⑳などはページ番号です。詳細についてはお知らせ掲載ページをご覧ください。きについては、広報紙と同日配布の「き
いてくなんしょ」に詳細を記載しています。

7/31
●絵本カーニバル

「語りべ」き

8/1 2 3
●わくわく☆ドキド
キ☆楽しい広場㉑

4　
●すこやかキッズ⑳
●行政書士会による
相談会㉓

5
●親子離乳食教室・
乳幼児健康相談⑳
●弁護士による無料
法律相談会㉓
●軽トラ夕市㉓

6

7
●ばんげ夏まつりき

8
●ふくしま本の森図
書館お盆休館

（～ 16 日）

9 10 11
●坂下厚生病院⑳

12
●北海道議会議長遠
藤連氏講演会㉔

13
●まちづくりセン
ター夏季休館
（～ 15 日）

14
●軽トラ朝市㉓

15 16 17
●ふくしま大卒等合
同就職面接会㉓
●農・笑・交「そば

打ち寄席」き

18
● 3 歳 6 か月児健診
⑳

19 20
●司法書士無料相談
会㉓

21 22 23
● 2 歳 6 か月児健診
⑳

24 25
●すこやかキッズ⑳

26
●軽トラ夕市㉓

27
●防災訓練（八幡地
区）㉒
●地元偉人が語る
「野口英世」き

28
●菅原医院⑳
●第 42 回坂下地区
シルバースポーツ大
会

29 30 31 9/1 2 3

あなたの知りたいお店やみんなに知ってほしいお店を教えてください！！広報紙面に掲載します。自薦他薦問いません。　産業課　商工観光班　☎83-5711　FAX83-5713

べろぬけ堂
駄菓子、おもちゃ、
くじ、アイスなどの
食品取り扱いあり。
営業時間　：土日は午後２時 30 分ぐらいより

　　　　　　※平日営業日は店主の都合による

住　　所　：会津坂下町字台ノ下 734-6
 

懐かしい駄菓子が店内に並ぶ。ラーメンを食べるスペースもあります。

ばん
げのいいとこ、みぃつけた！

！

　べろぬけ堂は開店６年目となる駄菓子屋で、店主の佐藤貴光さんが
食品などの卸売りの仕事を行いながら、子どもが集まる遊び場を作り
たいと駄菓子屋を始めました。不定期営業ですが、子どもたちはいつ
も開店をこころ待ちにしています。
　べろぬけ堂には約束事があります。「一つは、大きな声であいさつしてお店に入ること。もう一つは、一旦家に帰って
ランドセルを置いてから遊びにくること。これだけは絶対です。あとは仲良く楽しく遊んでくれればいいんです。」と、
佐藤さん。決まり事を守らないと、子どもにカミナリを落とすことも。けれども子どもたちは「カミナリ兄貴」を慕って
　　　　　　　　　　　　　また店に来るそうです。「最近では町で会った子どもたちに『たかみっちゃん！』と大声で名
　　　　　　　　　　　　　前を呼ばれて恥ずかしいんですよ。」と嬉しそうに
　　　　　　　　　　　　　話してくれました。

　　店内には昔懐かしい駄菓子が並ぶこともあって大
　人のお客さんも多く、夜は大人の憩いの時間になる
　事もしばしば。駄菓子屋独特の雰囲気を味わいに子
　どもならずとも行ってみたくなるお店です。くれぐ
　れも「あいさつ」はお忘れのないように（笑）。　　

ランドセルを

置いて遊びに

来てね！！

ＶＯｌ.７  べ ろ ぬ け 堂“カミナリ兄貴の駄菓子屋”
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ば
ん
げ
保
育
所
で
働
く
臨
時
保

育
士
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
人
数

○
臨
時
保
育
士　
　
　
　

若
干
名

▼
雇
用
期
間

　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

（
更
新
あ
り
）

▼
勤
務
条
件

○
勤
務
を
要
し
な
い
日　

　

日
曜
日
お
よ
び
交
代
制
に
よ
る

所
属
長
が
指
定
す
る
日
・
休
日
（
祝

日
法
に
定
め
る
休
日
お
よ
び
12
月

29
日
～
31
日
、
１
月
２
日
・
３
日
）

※
交
代
制
の
た
め
、
土
曜
日
も
月

２
日
程
度
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

○
勤
務
時
間　

　

条
例
定
数
内
職
員
の
例
に
よ

る
。

○
有
給
休
暇
有
り

○
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
加

入○
そ
の
他
詳
細
は
、
会
津
坂
下
町

嘱
託
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則

に
基
づ
く
。

提
①
履
歴
書

　

②
資
格
・
免
許

　

（
原
本
を
確
認
後
返
却
し
ま
す
）

申
・
問
総
務
課　

行
政
管
理
班

　
　
　

☎
84
‐
１
５
０
３

　

平
成
28
年
度
町
除
雪
作
業
員
の

募
集
を
下
記
の
通
り
行
い
ま
す
。

▼
雇
用
条
件
等

○
雇
用
期
間

　

12
月
中
旬
～
平
成
29
年
３
月
中

旬
ま
で
（
基
本
的
に
土
日
祝
日
は

休
み
に
な
り
ま
す
が
、
降
雪
時
は

出
動
と
な
り
ま
す
。
）

○
勤
務
時
間

　

基
本
的
に
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な
り
ま

す
。
（
降
雪
時
は
、
早
朝
か
ら
の

出
動
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

○
賃
金　
　
　

日
額
９
２
５
０
円

▼
募
集
人
員　
　
　
　
　

若
干
名

▼
募
集
期
間

　

８
月
10
日
（
水
）
～
26
日
（
金
）

▼
必
要
な
免
許

　

作
業
免
許
と
大
型
ま
た
は
大
特

免
許

▼
応
募
方
法

　

除
雪
作
業
の
経
験
に
つ
い
て
記

入
し
た
履
歴
書
を
作
成
の
上
、
左

記
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

問
建
設
課　

都
市
土
木
班

　

☎
84
‐
１
５
０
６

　　

「
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
公
益
的

な
事
業
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し

て
、
事
業
費
を
支
援
し
ま
す
。

▼
補
助
限
度
額　

　

１
団
体
１
件
に
つ
き
10
万
円

（
食
料
費
・
人
件
費
は
対
象
外
）　

▼
募
集
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
15
日
（
月
）

▼
対
象
団
体　

　

公
益
活
動
を
実
施
す
る
団
体
、

行
政
区
な
ど

▼
対
象
事
業

　

公
益
的
な
活
動
で
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
、
地
域

交
流
、
地
域
課
題
に
対
応
し
た
活

動
事
業
（
従
来
か
ら
の
活
動
や
営

利
目
的
の
活
動
、
他
に
補
助
金
等

を
受
け
て
い
る
活
動
は
対
象
外
）

　

審
査
委
員
会
が
審
査
し
、
対
象

事
業
を
選
定
し
ま
す
。

▼
補
助
期
間　

　

原
則
１
年
で
す
が
、
３
年
を
限

度
に
継
続
を
認
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
・
問

　

政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班

　

☎
84-

１
５
０
４

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

☎
84-

２
１
３
５

※
申
請
書
類
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。

　

『
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
！
男

女
共
同
参
画
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル
』

を
開
催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
家

庭
・
地
域
・
職
場
・
学
校
」
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

８
月
18
日
（
木
）
～
９
月
23
日

（
金
）

▼
対
象
部
門

　

一
般
（
18
歳
以
上
）

　

学
生
（
中
学
生
・
高
校
生
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
５
・
６
年

生
）

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
記
入
し
中
央
公
民

館
ま
た
は
、
最
寄
の
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
能
で
す
。

応
募
用
紙
は
中
央
公
民
館
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
。

問
会
津
坂
下
町
男
女
共
同
参
画
推

　

進
会
議
事
務
局
（
中
央
公
民
館
）

　

☎
83-

３
０
１
０

　
　

83
‐
４
４
９
８

　

環
境
美
化
に
対
す
る
関
心
意
欲

を
高
め
・
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
緑
の

カ
ー
テ
ン
表
彰
を
行
い
ま
す
。
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
町
内
の
学
校
、
団
体
、
企
業
、

個
人

申
生
活
課
戸
籍
環
境
班
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
写
真
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
（
な
お
、
自
薦
、

他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
他
薦
の

場
合
は
、
本
人
了
承
を
得
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
）

▼
応
募
締
切　

８
月
31
日
（
水
）

▼
表
彰　

粗
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

（
⑨
窓
口
）

　

☎
84
‐
１
５
０
０

募 

集

臨
時
保
育
士
募
集

町
除
雪
作
業
員
募
集

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
第
二
次
募
集

第
11
回
「
男
女
共
同
参
画
川
柳
」

作
品
募
集

採用種目 対象年齢 受付期間 試験日程 試験会場 備考

自衛官

候補生

男 子 18 歳～ 27 歳未満
年間を通じて募集を行っ

ています。
受付時にお知らせします。 会津大学

女 子 18 歳～ 27 歳未満 7 月 1 日～ 9月 8日
筆記・面接・身体試験

9月 24 日 ( 土 )
郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳～ 27 歳未満 7 月 1 日～ 9月 8日
1次試験（筆記試験）

9月 17 日（土）
会津大学

1 次試験の合格者の

み 2 次試験面接・身

体検査となります。
航空学生

高卒 (見込含 )

21 歳未満
7 月 1 日～ 9月 8日

1次試験（筆記試験）

9月 22 日（木）

郡山市労働

福祉会館

問自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所　☎ 27-6724　　　　　　　　※すべて受験料は無料です。

　（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）

平成 2 ８年度　自衛官採用試験（１）

緑
の
カ
ー
テ
ン
に
取
り
組
ん
だ
方

を
表
彰
し
ま
す

FAX

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先
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下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
、
条

例
等
に
よ
り
各
市
町
村
に
登
録
さ

れ
た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
設
計
、
施
工
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
指

定
工
事
店
と
し
て
の
登
録
要
件
の

ひ
と
つ
に
、
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
（
一
定
水
準
以
上
の
技
術

を
持
っ
た
技
術
者
）
を
専
属
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
認
定
試
験
に
合
格
し
た
方

は
、
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
と
認

定
さ
れ
、
指
定
工
事
店
の
専
属
技

術
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

▼
認
定
試
験

日
11
月
６
日
（
日
）

場
郡
山
市
田
村
町

　
　
　
　
　
　

日
本
大
学
工
学
部

○
申
込
期
間

７
月
25
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
水
）

申
建
設
課　

上
下
水
道
班

○
受
験
資
格
等

①
高
等
学
校
以
上
の
土
木
工
学
科

ま
た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を

修
了
し
卒
業
し
た
者

②
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者

で
、
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
、
受
験
申
込
日

に
お
い
て
１
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
者

③
排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
、
受
験
申
込
日
に

お
い
て
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を

有
す
る
者

④
前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

も
の
と
し
て
別
に
定
め
る
も
の

○
受
験
手
数
料　

３
０
０
０
円

▼
受
験
講
習
会

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
知
識
の
向
上
を
目
的
と
し

た
受
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
10
月
３
日
（
月
）

場
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海

○
申
込
期
間　

７
月
25
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
水
）

申
建
設
課　

上
下
水
道
班

○
受
講
手
数
料　

３
０
０
０
円

※
案
内
書
・
申
込
書
な
ど
は
上
下

水
道
班
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

（
７
月
下
旬
か
ら
配
布
予
定
）

問
建
設
課　

上
下
水
道
班

　

☎
84-

１
５
３
１
（
施
設
係
）

【
実
施
機
関
】

　

公
益
財
団
法
人
福
島
県
下
水
道

公
社
（
福
島
市
大
町
５
番
６
号　

日
本
生
命
ビ
ル
２
Ｆ
）

　

☎
０
２
４
‐
５
２
４
‐
３
５
１
０

　

h
t
t
p

：/
/
w
w
w
.
f
s
p
c
.
o
r
.
j
p

１
級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
士

（
実
地
）　

▼
定
員　

15
名

日
９
月
１
日
（
木
）
、
２
日
（
金
）
、

８
日
（
木
）
、
９
日
（
金
）　

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

費
受
講
料
７
９
０
０
円
、
教
材
費

２
７
０
０
円

危
険
物
取
扱
者
乙
４

▼
定
員　

10
名

日
９
月
20
日
（
火
）
、
21
日
（
水
）
、

23
日
（
金
）
、
26
日
（
月
）
、
27
日

（
火
）
、
29
日
（
木
）
、
10
月
３
日

（
月
）
、
６
日
（
木
）

　

午
後
６
時
～
８
時

費
受
講
料
３
９
０
０
円
、
教
材
費

１
６
０
０
円

【
共
通
事
項
】

場
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津

対
企
業
で
働
い
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
就
職
を
希
望
す
る
方

申
「
受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
住
所
へ
郵
送
・

持
参
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル

で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
（
「
受
講

申
込
書
」
は
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
）

▼
申
込
締
切　

７
月
27
日
（
水
）

問
〒
９
６
９
‐
３
５
２
７

喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
‐
16

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

☎
０
２
４
１
‐
27
‐
３
２
２
１

FAX
０
２
４
１
‐
27
‐
３
３
１
２

Ｅ
メ
ー
ルa

i
z
u
-
t
a
@
p
r
e
f
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
l
g
.
j
p

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で

採
用
す
る
職
員
の
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種　
　

一
般
事
務
職
員

▼
採
用
人
数　
　
　
　
　

若
干
名

▼
応
募
方
法

　

募
集
要
項
の
詳
細
は
、
日
本
赤

十
字
社
福
島
県
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.

j
r
c
.
o
r
.
j
p
/

）
に
て
ご
確
認
願
い

ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

８
月
１
日
（
月
）
～
９
月
６
日

（
火
）
午
後
５
時
必
着

問
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

　

総
務
課　

採
用
担
当
（
深
谷
）

　

☎
０
２
４
‐
５
４
５
‐
７
９
９
７

　

募 

集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
試
験

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部

職
員
募
集

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先
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人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
左
記

の
日
程
で
再
募
集
し
ま
す
。

　

す
で
に
町
の
健
診
を
受
診
さ
れ

た
方
は
、
検
査
項
目
が
重
複
す
る

た
め
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

町
の
健
診
を
受
診
さ
れ
て
い
な

い
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
、
40
歳
～
74
歳
の
方

（
昭
和
17
年
４
月
１
日
～
昭
和
51

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

▼
募
集
人
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
帰
り　
　

９
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

１
泊
２
日 

 

13
名

▼
実
施
時
期

〇
日
帰
り
ド
ッ
ク
（
各
日
１
名
）

《
９
月
》

　

16
日
（
金
）
、
20
日
（
火
）

《
10
月
》

　

25
日
（
火
）
、
26
日
（
水
）

　

27
日
（
木
）
、
28
日
（
金
）

《
11
月
》

　

９
日
（
水
）

《
12
月
》

　

21
日
（
水
）
、
22
日
（
木
）

〇
１
泊
２
日
ド
ッ
ク

《
10
月
》

　

20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）
・

　

１
名

　

27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）
・

　

１
名

《
12
月
》

　

１
日
（
木
）
～
２
日
（
金
）
・

　

２
名

　

８
日
（
木
）
～
９
日
（
金
）
・

　

２
名

　

15
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）
・

　

１
名

《
平
成
29
年
・
１
月
》

　

５
日
（
木
）
～
６
日
（
金
）
・

　

２
名

　

10
日
（
火
）
～
11
日
（
水
）
・

　

１
名

　

12
日
（
木
）
～
13
日
（
金
）
・

　

３
名

▼
実
施
医
療
機
関

　

坂
下
厚
生
総
合
病
院

▼
受
付
期
間

　

８
月
26
日
（
金
）
～
９
月
１
日

（
木
）
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

▼
注
意　

　

前
年
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

１
世
帯
１
人
の
み
受
診
可
で

す
。

▼
自
己
負
担
額

　

１
泊
２
日
＋
脳
検
診　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

２
２
０
０
０
円

　

１
泊
２
日　
　

１
５
０
０
０
円

　

日
帰
り　
　
　

１
０
０
０
０
円

申
・
問

　

生
活
課　

保
険
年
金
班

　

（
④
窓
口
）　

　

☎
84
‐
１
５
０
１

　

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、
ひ

と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
を

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
は
、

受
給
者
の
所
得
や
養
育
の
状
況
な

ど
を
調
べ
、
８
月
以
降
の
受
給
資

格
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
の
重

要
な
届
で
す
。
こ
の
届
を
提
出
し

な
い
場
合
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
者
に
は
関
係
書
類

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
登
録

更
新
手
続
き

８
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届８
月
10
日
（
水
）
～
９
月
９
日
（
金
）

申
・
問

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

（
南
分
庁
舎
１
階
）

　

☎
84-

３
７
１
２

　

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先

　　　　　    　    　休日救急診療当番　  　　　　　　　　 
※変更になる場合があります。

事　業　名 月　日　 対　象　者
3 歳 6 か月児 8月 18 日（木） 平成 25 年 2・3 月生

2歳 6か月児 8月 23 日（火） 平成 26 年 2・3 月生

乳幼児健康・
栄養相談

8月 5日（金）
月齢・年齢は問いませ
ん。育児についての相
談を希望する方。

親子
離乳食教室

8月 5日（金）
午前 9 時 30 分～

平成 27 年 12 月・
平成 28 年 1 月生

　　　　　    　　　乳幼児健康診査　　　　　　 　　  
場健康管理センター　持母子手帳・乳幼児健康管理手帳　

　 日受付時間　午後 1時～ 1時 20 分 8 月 11 日（木）坂下厚生総合病院　　　　　　☎ 83-3511

8 月 28 日（日）菅原医院　　　　　　　　　　☎ 83-2311

　　　　　　　　　　　　救急病院　　　　　　　　　　　 
坂下厚生総合病院　　　　　　☎ 83-3511

8 月の保健・子育てガイド

　　　　　　　　　　　　　　       　　　すこやかキッズ　　　　　　　　　　　　　　　　　   　
場子育てふれあい交流センター（旧金上小学校）　日午前 10 時～ 11 時 30 分　

月　日 詳　　細
8 月 4 日（木） 対  0 ～ 1 歳の子どもと保護者　持オムツ・ミルク・飲み物 内ふれあい遊び、ベビーマッサージ

8月 25 日（木） 対  1 歳～幼稚園入園前の子どもと保護者　持オムツ・飲み物　内読み聞かせ、楽しく遊ぼう

問子育てふれあい交流センター　☎ 84-1784

問生活課　福祉健康班（健康増進係）　☎ 93-6169

健 

康
・
子
育
て

人
間
ド
ッ
ク
再
募
集

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に



お知らせ版 information

21

わ
く
わ
く
☆
ド
キ
ド
キ
☆
楽
し

い
広
場

　

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
？
先
生
も
お
友
だ
ち
も
待
っ
て

い
ま
す
。

日
８
月
３
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

場
・
問

　

ば
ん
げ
保
育
所

　

☎
83
‐
３
２
０
２

内
所
庭
で
水
遊
び
・
雨
天
時
は
室

内
遊
び

対
町
内
在
住
の
幼
稚
園
入
園
前
の

子
ど
も

持
飲
み
物
・
水
遊
び
の
準
備
（
着

替
え
・
タ
オ
ル
）

　

ひ
と
り
親
家
庭(

母
子
家
庭
・

父
子
家
庭)

の
た
め
に
次
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当　

　

児
童
を
育
て
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
や
、
父
母
の
一
方
が
一
定
の

障
が
い
の
あ
る
家
庭
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親 

(

児
童

が
満
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末

ま
で)

が
、
病
気
な
ど
の
た
め
医

療
機
関
で
受
診
し
た
と
き
、
窓
口

で
支
払
う
保
険
診
療
の
自
己
負
担

額
（
１
０
０
０
円
を
超
え
た
金
額
）

を
助
成
し
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
お
子
様
の
家
庭

の
た
め
に
次
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

(

中
度
ま
た
は
重
度)

を
持
つ
20

歳
未
満
の
人
を
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

④
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

　

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
に
、
経

済
的
自
立
や
子
ど
も
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
各
種
資
金
を
低
金

利
ま
た
は
無
利
子
で
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。

申
・
問

①
～
③
に
つ
い
て

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

（
南
分
庁
舎
１
階
）

　

☎
84-

３
７
１
２

④
に
つ
い
て

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

（
③
窓
口
）

　

☎
84-

１
５
２
２

　　　

　

現
在
、
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
弔

慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
請
求
窓
口
は
請
求
者
が

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
と
な
り
ま

す
。

▼
基
準
日　

平
成
27
年
４
月
１
日

▼
支
給
対
象
者
の
条
件

○
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
基
準
日
に
お
い
て
、
「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や
「
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
こ
と
。

○
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
に
支
給

①
基
準
日
に
お
い
て
、
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
・
孫
・
祖
父

母
・
兄
弟
姉
妹

④
前
記
①
～
③
以
外
の
三
親
等
以

内
の
親
族
（
甥
・
姪
等
）

※
④
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
等
の

死
亡
時
ま
で
一
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
。

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

▼
請
求
期
間　

　

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

申
・
問

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

（
③
窓
口
）

　

☎
84-

１
５
２
２

　

７
月
１
日
か
ら
対
象
年
齢
が
30

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
に

な
り
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
を
納
め
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
納
付
猶
予
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
「
納
付
猶
予
制
度
」

を
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　

生
活
課　

保
険
年
金
班

　

（
④
窓
口
）

　

☎
84
‐
１
５
０
１

暮 

ら
し

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

国
民
年
金
納
付
猶
予
制
度

50
歳
未
満
に
拡
大

健 
康
・
子
育
て

ご
存
知
で
す
か

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　　　　　☆健康アドバイザー［ヤクルトスタッフ］募集☆
◆職種／ヤクルト商品のお届け・販売・集金・普及活動

◆勤務地／会津坂下町字惣六 29 番

◆募集人数／ 2名　※現在、幼稚園・保育園に預けられている方には助成金が出ます。

◆収　　入／基本給５万円＋各種助成金（時給　７５０円～）

◆勤務時間／９：００～１５：００（地区により異なります。）

*お気軽にお電話下さい。ハローワーク、又は【ヤクルト 求人】でも

会津ヤクルト販売株式会社　電話番号　0242（22）8960

完全週休二日制
（土曜・日曜日、祝祭日）

（ガソリン代一部助成）

車 

で 

の 

お 

仕 

事
検索

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先
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平
成
28
年
７
月
31
日
現
在
で
、

１
人
か
ら
４
人
の
労
働
者
を
雇
用

す
る
事
業
所
を
対
象
に
、
「
毎
月

勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
ら
れ

た
事
業
主
の
み
な
さ
ま
の
調
査
へ

の
ご
理
解
と
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象
事
業
所

 

厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
県
内

40
調
査
区
内
に
所
在
す
る
、
１
人

か
ら
４
人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
所

▼
調
査
期
間　

８
月
～
９
月

▼
調
査
事
項　

 

賃
金
、
労
働
時
間
、
労
働
者
数

な
ど

▼
調
査
方
法

　

知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員

が
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査

し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守

ら
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
課

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
１
４
５

　

平
成
28
年
10
月
20
日
現
在
で
、

県
内
１
６
２
０
世
帯
の
10
歳
以
上

の
世
帯
員
（
１
３
５
調
査
区
）
を

対
象
に
、
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な

ら
れ
た
み
な
さ
ま
の
調
査
へ
の
理

解
と
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
期
間　

10
月
上
旬
～
下
旬

▼
調
査
事
項

　

生
活
時
間
の
配
分
、
過
去
１
年

間
に
お
け
る
主
な
生
活
行
動
な
ど

▼
調
査
方
法

　

調
査
員
が
、
調
査
票
を
世
帯
ご

と
に
配
布
し
、
世
帯
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
回
答
も
し
く
は
調
査
員
へ
調

査
票
を
提
出
す
る
。

▼
そ
の
他

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、

統
計
法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守

ら
れ
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

問
福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
５
１
４
５

　

県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会
と

連
携
し
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法

律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
す
の
で
、
請
求
手

続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
予
約
制
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
下
記
の
事
前
予
約
受

付
番
号
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
８
月
４
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
45
分

場
会
津
若
松
合
同
庁
舎
本
館
３
階

　

地
域
連
携
室
（
会
津
若
松
市
）

▼
相
談
時
間　

30
分

▼
事
前
予
約
受
付
番
号

　

☎
０
２
４
‐
５
２
３
‐
１
５
０
１

　

（
受
付
時
間
は
平
日
午
前
８
時

　

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
今
年
４
月
に
は
、
熊
本
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

安
全
安
心
な
生
活
と
、
そ
れ
を

守
る
た
め
の
普
段
か
ら
の
防
災
・

減
災
に
対
す
る
取
り
組
み
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
統
計
に
よ
る
と
、
３
人
に

２
人
が
自
身
の
災
害
へ
の
備
え
は

「
不
十
分
」
と
認
識
し
、
ま
た
、

３
人
に
２
人
が
、
「
食
料
・
飲
料

水
の
備
蓄
」
「
非
常
用
持
ち
出
し

品
の
準
備
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
で
き
る
だ

け
少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
自
分

の
身
の
安
全
を
守
る
「
自
助
」
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
災
害
時

に
備
え
、
い
ま
一
度
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

８
月
に
は
八
幡
地
区
に
お
い
て

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

▼
会
津
坂
下
町
防
災
訓
練
（
八
幡

地
区
）

日
８
月
27
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

周
辺

▼
一
人
で
も
で
き
る
訓
練
の
一
例

○
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　

地
震
発
生
時
に
備
え
、
地
震
か

ら
身
を
守
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　

訓
練
方
法
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ

ル
で
す
。
下
の
３
つ
の
安
全
行
動

を
１
分
間
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
・
家
庭
・
地
域
・
職
場
・

学
校
・
外
出
先
な
ど
で
手
軽
に
実

施
可
能
で
す
。

①
ド
ロ
ッ
プ
：
姿
勢
を
低
く
！

②
カ
バ
ー
：
頭
を
守
っ
て
！

③
ホ
ー
ル
ド
・
オ
ン
：
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
じ
っ
と
し
て
！

▼
災
害
時
に
備
え
た
備
蓄
品
お
よ

び
非
常
用
持
ち
出
し
品

　

大
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、

電
気
、
水
道
、
通
信
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
ま
っ
て
も
自
力
で
生
活
で

き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
飲
料
水
や

非
常
食
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

ま
た
、
自
宅
が
被
災
し
た
時
は
、

避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
避
難
所
生
活
に
必
要
な
も

の
（
非
常
用
持
ち
出
し
品
）
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
詰
め
て

お
き
、
い
つ
で
も
す
ぐ
に
持
ち
出

せ
る
よ
う
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

①
備
蓄
品
の
例

　

飲
料
水
、
食
料
品
（
ア
ル
フ
ァ

米
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
板
チ
ョ
コ
な

ど
３
～
７
日
分
）
、
衣
類
（
下
着

含
む
）
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
マ
ッ
チ
、

ろ
う
そ
く
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ　

②
非
常
用
持
ち
出
し
品
の
例

　

飲
料
水
、
食
料
品
、
貴
重
品

（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、
現
金
な
ど
）
、

救
急
用
品
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
マ
ス

ク
、
軍
手
、
懐
中
電
灯
、
衣
類

（
下
着
含
む
）
、
毛
布
・
タ
オ
ル
、

携
帯
ラ
ジ
オ
・
予
備
電
池
、
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
洗
面
用
具

※
ア
ル
フ
ァ
米
…
水
ま
た
は
お
湯

　

を
入
れ
て
ご
飯
に
す
る
非
常
食

問
総
務
課　

危
機
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
３
３

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先

災
害
へ
の
備
え
は
十
分
で
す
か
？

暮 

ら
し

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し

ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
が
始
ま
り

ま
す

原
子
力
損
害
賠
償

巡
回
法
律
相
談
の
ご
案
内
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内
売
買
契
約
書
、
土
地
建
物
の
許

認
可
、
遺
言
・
相
続
・
離
婚
な
ど

の
書
類
作
成
や
、
申
請
手
続
き
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
８
月
４
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
町
民
体
育
館

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

　

坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
０
５
２
２

内
毎
日
の
生
活
の
中
で
の
心
配
ご

と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
前
日
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
８
月
５
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
83
‐
１
３
６
８

日
８
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
４
時

場
中
央
公
民
館

内
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
を
要
す
る
場
合
は

最
寄
り
の
司
法
書
士
を
紹
介
し
ま

す
が
、
原
則
有
料
と
な
り
ま
す
。

○
予
約
受
付
電
話

　

☎
０
１
２
０
‐
81
‐
５
５
３
９

　

（
午
前
10
時
～
12
時
30
分
、

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

問
あ
い
づ
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

　

ン
タ
ー

　

☎
29
‐
３
１
５
５

　

「
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
の
場
所
、

そ
し
て
仲
間
を
見
つ
け
る
」
を
目

的
に
『
こ
ど
も
運
動
教
室
』
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
７
月
26
日
～

　

毎
週
火
曜
日
開
催

場
町
民
体
育
館

対
未
就
園
児

持
運
動
し
や
す
い
服
装

　

上
履
き　

飲
み
物

費
詳
細
は
バ
ン
ビ
ィ
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

バ
ン
ビ
ィ

　

☎
83
‐
２
３
０
１

　

今
年
も
体
育
の
日
に
「
ば
ん
げ

ち
び
っ
こ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
６
人
１

チ
ー
ム
で
、
１
周
１
．
６
㎞
の

コ
ー
ス
を
１
人
１
周
ず
つ
走
っ
て

リ
レ
ー
し
ま
す
。

　

学
校
の
ク
ラ
ス
・
ス
ポ
少
・
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
友
達
同
士
な
ど

で
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

走
る
こ
と
が
大
好
き
と
い
う
子

ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
10
月
10
日
（
月
）
【
体
育
の
日
】

　

午
前
９
時

場
鶴
沼
緑
地
公
園

申
・
問

　

金
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
３
５
３
８

　

中
央
公
民
館

　

☎
83
‐
３
０
１
０

　

平
成
29
年
３
月
新
規
大
学
な
ど

を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
26
年
以

降
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
て
、
現

在
就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対

象
に
、
正
社
員
で
雇
用
す
る
計
画

の
あ
る
県
内
企
業
と
の
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

「
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
・

若
者
応
援
宣
言
企
業
」を
中
心
に
、

県
内
企
業
３
０
０
社
が
参
加
予
定

で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
８
月
17
日
（
水
）

内
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
45
分

　

合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

▼
そ
の
他

○
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前

ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

○
事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
け
る
人
事

担
当
者
と
の
面
談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
各
機
関
に
よ
る
職
業
相

談
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
９
‐
５
３
９
６

▼
軽
ト
ラ
朝
市

日
８
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

場
町
役
場
前
・
仲
町
商
店
街
大
通

り▼
軽
ト
ラ
夕
市

日
８
月
５
日
（
金
）
、
26
日
（
金
）

　

午
後
４
時
～
６
時

場
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

第
９
回
「
ば
ん
げ
ち
び
っ
こ
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
大
会

催 

し
・
講
座

バ
ン
ビ
ィ
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム
！

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ス

暮 
ら
し

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同
就
職
面

接
会
開
催

司
法
書
士
無
料
相
談
会

行
政
書
士
会
に
よ
る
相
談
会

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先

軽
ト
ラ
市
開
催
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会
津
坂
下
町
出
身
（
金
上
地
区

束
原
）
で
、
北
海
道
議
会
議
長
で

あ
る
遠
藤
連
氏
が
、
こ
の
た
び
帰

省
さ
れ
る
に
当
た
り
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
８
月
12
日
（
金
）
午
後
４
時
～

場
役
場
３
階 

大
会
議
室

▼
講
師　

北
海
道
議
会

　
　
　
　

議
長　

遠
藤　

連　

氏

▼
演
題　

「
議
長
随
想
（
仮
）
」

問
総
務
課　

行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
３

　

会
津
坂
下
町
出
身
の
７
２
７
柱

の
御
霊
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
祖
国
の

栄
光
を
念
じ
、
平
和
を
願
い
な
が

ら
、
尊
い
犠
牲
と
な
ら
れ
た
御
英

霊
に
対
し
、
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
か
ら
町
遺
族
会
主

催
の
「
慰
霊
祭
」
は
行
い
ま
せ
ん
。

日
９
月
10
日(

土)

午
前
10
時
～

場
中
央
公
民
館

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
83-

１
３
６
８

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

（
③
窓
口
）

　

☎
84-

１
５
２
２

　

町
で
は
長
寿
の
お
祝
い
を
記
念

し
て
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ご
近
所
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合

わ
せ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
９
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
開
会

場
坂
下
南
小
学
校
体
育
館

対
９
月
１
日
現
在
で
満
75
歳
以
上

▼
そ
の
他

　

７
月
中
旬
以
降
に
該
当
者
に
つ

い
て
は
往
復
は
が
き
で
出
席
確
認

の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
出
席
さ

れ
る
方
は
、
返
信
用
の
は
が
き
を

投
函
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
出
席
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
上
履
き
を
ご
持
参
願

い
ま
す
。

申
・
問

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
83-

１
３
６
８

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

（
③
窓
口
）

　

☎
84-

１
５
２
２

　

平
成
28
年
度
秋
ま
つ
り
は
、
左

記
の
開
催
日
程
と
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
９
月
17
日
（
土
）
宵
祭
り

○
９
月
18
日
（
日
）
本
祭
り

問
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

　

☎
83-

２
１
１
１

▼
会
津
坂
下
町
で
な
り
す
ま
し
詐

欺
が
発
生
！

○
被
害
の
状
況

　

３
月
上
旬
ご
ろ
、
80
歳
代
女
性

の
自
宅
に
投
資
案
内
の
封
書
が
届

き
、
数
日
後
、
男
性
か
ら
自
宅
に

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

医
薬
品
に
関
す
る
投
資
話
を
も

ち
か
け
ら
れ
、
初
め
は
断
っ
た

が
、
「
投
資
す
る
権
利
を
譲
っ
て

く
れ
。
」
な
ど
と
電
話
で
言
わ
れ

承
諾
し
た
と
こ
ろ
、
後
日
弁
護
士

を
名
乗
る
男
性
か
ら
「
投
資
の
件

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
」
な
ど

と
言
わ
れ
、
事
件
解
決
費
用
と
し

て
現
金
を
送
付
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
。

　

さ
ら
に
後
日
、
警
察
官
を
名
乗

る
男
性
か
ら
電
話
で
「
家
族
に
迷

惑
が
か
か
る
。
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

信
じ
た
女
性
は
計
５
回
、
合
計

１
８
１
０
万
円
を
宅
配
便
で
送
付

し
た
。

　

そ
の
後
、
相
手
方
に
電
話
し
た

が
、
そ
の
電
話
番
号
は
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
警
察
署
に
相
談
し
被
害

が
判
明
し
た
も
の
。

▼
次
の
よ
う
な
文
言
に
注
意

・
投
資
の
権
利
を
譲
っ
て
く
れ

・
名
義
を
貸
し
て

・
名
義
貸
し
は
犯
罪

・
宅
急
便
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
現

金
を
送
れ

な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
３
４
５
１

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強盗 自販機ねらい

空き巣ねらい 2 2 車上ねらい 4 3

忍び込み 1 1 ひったくり

事務所荒らし 部品ねらい

出店荒らし 1 1 強制わいせつ

自動車盗 1 街頭犯罪合計 16 14

オートバイ盗 その他刑法犯等 41 31

自転車盗 7 7 全刑法犯 57 45

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（6月現在）

催 

し
・
講
座

北
海
道
議
会

議
長　
遠
藤 

連 

氏 

講
演
会

戦
没
者
追
悼
式

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

秋
ま
つ
り
開
催
日
程

日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先

注 

意

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

　こすもす・もみの木保育園が 7/9 に町民体育館にて「親子ふれ合い運動遊び」を行いました。第一部では保育参観、
第二部では芸人オラキオ氏が代表を務めるオラキオ体操クラブを招き親子で楽しい運動遊びが開催されました。

✿もみの木保育園✿
園長：白井美知代
住所：会津坂下町字　
　　　福原前 4129-1
電話：0242-23-7577　　
　　　 （FAX 兼用）
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日日時　場場所　期期間　内内容　提提出物　対対象　持持ち物　費費用　申申し込み先　問問い合わせ先

▼
火
遊
び
注
意
！

　

夏
休
み
が
始
ま
り
、
ご
家
庭
な

ど
で
花
火
を
楽
し
む
機
会
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。
花
火
は
火
薬
を

使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
正
し
い

遊
び
方
を
し
な
い
と
火
災
や
事
故

に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

○
５
つ
の
決
ま
り

①
風
の
強
い
日
に
は
花
火
を
し
な

い
。

②
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
安
全
な
場
所
で
行
う
。

③
子
ど
も
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な

い
。

④
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用

意
す
る
。

⑤
近
所
の
家
に
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
気
を
付
け
る
。

※
花
火
の
際
に
使
用
す
る
ラ
イ

タ
ー
や
マ
ッ
チ
。
子
ど
も
が
興
味

本
位
で
使
用
し
、
火
災
に
至
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
喫
煙

さ
れ
る
方
も
含
め
て
、
子
ど
も
の

手
が
届
か
な
い
よ
う
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！
！

　

５
つ
の
決
ま
り
を
守
っ
て
、
楽

し
く
花
火
で
遊
び
ま
し
ょ
う
！

問
会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
４
１
０
０

　

８
～
９
月
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
が

活
発
に
な
る
季
節
で
す
。
毎
年
刺

傷
事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
全
国

で
死
亡
者
が
出
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て

　

町
で
は
防
護
服
の
貸
出
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
町
で
の
直
接
の
駆
除
は
行
い

ま
せ
ん
。

▼
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

　

登
山
な
ど
、
蜂
の
い
そ
う
な
場

所
に
で
か
け
る
際
は
、
蜂
に
狙
わ

れ
や
す
い
と
さ
れ
る
黒
系
の
色
は

避
け
、
白
色
系
の
長
袖
長
ズ
ボ
ン

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
頭
髪
料
や

香
水
な
ど
、
香
り
の
あ
る
も
の
蜂

を
刺
激
す
る
の
で
付
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
知
ら
ず
に
巣
に
近
づ
い
て
し

ま
っ
た
ら

　

巣
に
近
づ
い
て
し
ま
っ
た
ら
次

の
よ
う
に
対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

・
手
で
払
っ
た
り
せ
ず
、
で
き
る

だ
け
急
い
で
姿
勢
を
低
く
し
た
ま

ま
逃
げ
る

・
急
い
で
逃
げ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

背
を
向
け
ず
姿
勢
を
低
く
し
た
ま

ま
後
ず
さ
る
よ
う
に
逃
げ
る

▼
万
が
一
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ

た
ら

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

の
症
状
（
意
識
が
も
う
ろ
う
と
す

る
、
呼
吸
困
難
、
血
圧
低
下
な
ど
）

や
じ
ん
ま
し
ん
、
吐
き
気
、
頭
痛
、

腹
痛
な
ど
刺
さ
れ
た
部
位
以
外
に

全
身
的
な
症
状
が
出
た
場
合
は
直

ち
に
病
院
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

死
亡
例
の
多
く
は
刺
さ
れ
て
か

ら
１
時
間
以
内
に
死
亡
が
起
き
て

い
ま
す
の
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
も
た
め
ら
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

問
生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
‐
１
５
０
０

  町  の人口と世帯（７月１日現在）

　　人　口　…　16,038 人（－  4）

　　　男　……　  7,670 人（－  2）　　

　　　女　……　  8,368 人（－    2）

　　世　帯　…　  5,472 戸（＋  9）

 戸  籍の窓口（6 月 6 日～ 7 月 5 日）

お誕生日おめでとう

哀悼の意を表します

休  日の水道修理当番

休日は下記までお問い合わせください。

建設課　上下水道班　☎ 84-1530

今  月の納税　納期限 8 月 1 日（月）

○固定資産税　　　○介護保険料
○国民健康保険税　○住宅使用料
○児童福祉負担金
○上・下水道・農業集落排水使用料

月　日 数値
7 月 1 日 0.061

6 月 1 日 0.061

5 月 1 日 0.070

調査地点 数値
坂下中学校 0.080

坂下南小学校 0.101

坂下東小学校 0.091

託児ルームもみの木 0.067

坂下南幼稚園 0.101

坂下東幼稚園 0.091

ばんげ保育所 0.065

えくぼ遊育園 0.072

放  射線量測定結果

【学校等における測定結果】
7 月 4 日現在

【役場周辺】

行政区 氏　名 （保護者）

柳　町 山 口 優
ゆ

 亜
あ

優・亜衣美

古坂下 水 野 心
み

 結
う

博文・幸枝

諏訪町 後 藤    楽
たの

広・証子

古坂下 大 内 遥
はる

 斗
と

雄・真紀

本　町 荒 井 夏
なつ

 梛
な

貴史・由紀

古坂下 加 藤 遥
はる

 馬
ま

昭宏・里実

新栄町 大 井 晴
は

 月
づき

利幸・さやか

村　田 田 村 大
ひろ

 翔
と

裕太・ちえみ

橋　本 岩 渕 風
ふう

 香
か

大樹・祥子

上　町  鈴　木　リツ子  （79 歳）

津　尻  髙　畑　佐一琅  （93 歳）

金　上  二　瓶　トシ子  （89 歳）

樋　渡  山　内　照　雄  （69 歳）

長　井  永　山　澄　男  （76 歳）

本　名  髙　梨　栄　子  （86 歳）

新栄町  角　田　冨　江  （94 歳）

新開津  谷　澤　和　男  （72 歳）

金　上  二　瓶　 　江  （97 歳）

沼　越  甲　斐　ス　イ  （94 歳）

天　屋  長谷川　ト　シ  （86 歳）

村　田 青　木　哲　哉  （85 歳）

塔　寺 佐　藤　ヒデ子  （78 歳）

橋　本 深　田　　　脩  （83 歳）

茶屋町  鈴　木  （59 歳）

袋　原 加　藤　 　子  （87 歳）

茶屋町 笠　間　英　一  （80 歳）

八日沢 二　瓶　マサイ  （88 歳）

ス
ズ
メ
バ
チ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

注 
意



地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

会
津
坂
下
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
連
載
コ
ー
ナ
ー
。

日
々
の
活
動
や
会
津
坂
下
町
で
の
暮
ら
し
な
ど
を
綴
り
ま
す
。 4

先
日
、
洲
走
地
区
の
加
藤
そ
ば
道
場
さ
ん

を
訪
ね
、
そ
ば
畑
や
り
ん
ご
畑
、
田
ん
ぼ

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ば

畑
は
ち
ょ
う
ど
そ
ば
の
花
が
満
開
。
会
津

坂
下
町
の
そ
ば
は
、
七
月
末
に
収
穫
す
る

夏
そ
ば
と
十
月
に
収
穫
す
る
秋
そ
ば
の
二

期
作
で
す
。

　
加
藤
さ
ん
は
自
家
栽
培
し
た
そ
ば
を
自

家
製
粉
し
、
そ
ば
を
打
ち
ま
す
。
製
粉
の

割
合
は
、
そ
ば
の
実
の
中
心
の
白
い
胚
乳

部
分
か
ら
　
％
を
使
う
そ
う
。
日
本
酒
で

精
米
歩
合
　
％
と
言
え
ば
、
純
米
吟
醸
酒

で
高
級
酒
の
類
に
入
り
ま
す
。
そ
ば
も
同

様
に
中
心
部
の
み
を
使
う
そ
ば
は
白
く
贅

沢
な
更
科
そ
ば
と
な
り
ま
す
。
つ
な
ぎ
を

一
切
入
れ
な
い
十
割
の
そ
ば
を
打
ち
、
打

ち
粉
に
も
そ
ば
粉
を
使
う
加
藤
さ
ん
の
そ

ば
は
、
茹
で
上
が
り
は
綺
麗
な
飴
色
で
、

ほ
ん
の
り
甘
く
独
特
の
風
味
と
香
り
が
あ

り
、
と
て
も
お
い
し
い
。
そ
ば
の
ゆ
で
時

間
は
　
秒
で
、
茹
で
て
い
る
間
に
そ
ば
を

触
る
と
切
れ
て
し
ま
う
、
究
極
に
繊
細
な

そ
ば
で
す
。

　　

田澤 陽子
（埼玉県・川越市出身）

　
さ
て
、
そ
ば
の
実
の
中
心
　
％
を
使
い
、

外
側
の
　
％
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
と
、

捨
て
る
の
で
は
な
く
、
り
ん
ご
畑
と
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　
じ
つ
は
、
そ
ば
は
他
の
穀
物
類
に
比
べ

栄
養
価
が
非
常
に
高
く
、
ビ
タ
ミ
ン
　
群

や
必
須
ア
ミ
ノ
酸
、
ル
チ
ン
な
ど
を
豊
富

に
含
む
健
康
食
。
製
粉
後
に
不
要
に
な
る

そ
ば
の
実
の
外
側
部
分
に
は
、
窒
素
や
リ

ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
、
肥
料

に
適
し
て
い
る
の
だ
そ
う
。

　
無
農
薬
・
無
肥
料
栽
培
の
そ
ば
の
実
が

肥
料
と
な
る
の
で
、
加
藤
さ
ん
の
り
ん
ご

と
お
米
は
無
化
学
肥
料
栽
培
。
そ
し
て
そ

ば
を
食
べ
て
育
つ
、
り
ん
ご
と
お
米
は
、

ま
さ
に
循
環
型
農
業
で
す
。

　
有
機
資
源
を
循
環
さ
せ
て
農
産
物
を
生

産
す
る
営
み
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
理
想

的
な
農
業
体
系
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

55 
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55 
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55 
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広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
８
月
号 

№
624　

平
成
28
年
７
月
25
日
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「広報あいづばんげ」へのご意見・ご感想お待ちしています！
「今月のここがよかった・悪かった・もっとこうしてもらいたい」など、どんなことでも構いません。お気軽にお寄せください！
会津坂下町ホームページ　URL　http://www.town.aizubange.fukushima.jp　E-mail jyouhou@town.aizubange.fukushima.jp
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発
行
・
編
集　

会
津
坂
下
町　

政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班

印
刷
・
製
本　

北
斗
印
刷
株
式
会
社

　

６
月
23
日
、
八
幡
の
大
沢
地
区
で
「
お
地
蔵
様
祭
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
お
地
蔵
様
祭
り
」
は
１
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
続

く
大
沢
地
区
の
お
祭
り
で
、
ど
う
し
て
こ
の
お
祭
り
が

始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
由
来
や
始
ま
り
は
謎
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
お
祭
り
で
、
当
時
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
物
を
食
べ
ら
れ
る
楽
し
み
の
一
つ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
近
は
昼
間
の
明
る
い
う
ち
か
ら
お
祭
り
が
始
め
ら

れ
ま
す
が
、
昔
は
夕
方
か
ら
開
始
さ
れ
、
火
が
焚
か
れ

る
な
ど
盛
大
に
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
数
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
で
も
、
お
地

蔵
様
を
お
参
り
し
た
あ
と
に
は
村
の
人
た
ち
は
ご
ち
そ

う
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
り
、
杯
を
交
わ
し
、
歌
を
歌
っ

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
表
情
の
お
地
蔵
様
に
よ
っ
て
結
ば
れ

た
、
地
域
の
絆
を
感
じ
ら
れ
る
一
日
で
す
。

大沢地区の
長い長い歴史を持つ お地蔵様祭り


